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はじめに 

 

 

公立大学法人神戸市看護大学評価委員会は、地方独立行政法人法第78条の2の規定に基づ

き、公立大学法人神戸市看護大学の2020（令和２）年度業務実績について、教育研究の特性

や運営の自主性・自律性に配慮しながら、第一期中期目標（2019～2025年）の達成に向け、

中期計画の進捗状況等を確認し、多面的な観点から総合的に評価を実施した。 

本委員会が行う評価が、法人の自主的かつ積極的な業務運営の改善を促し、教育研究や地

域貢献の一層の質的向上につながることを期待する。 

 

 

 

〇評価の方法 

・ 法人の自己評価に基づいて行うことを基本とする 

・ 評価は、項目別評価（小項目評価、大項目評価）と全体評価により行う  

・ 法人は項目別評価のみを行う 

・ 項目別評価はＳ～Ｃの 4 段階評価を行う 

Ｓ 中期計画の達成に向け特筆すべき進捗状況である 

Ａ 中期計画の達成に向け順調に進捗している 

Ｂ 中期計画の達成に向けやや遅れている 

Ｃ 中期計画の達成に向け大幅に遅れている 

 

 

〇委員名簿 

（50音順・敬称略） 

 

氏  名 職  歴 

高見沢 恵美子 関西国際大学保健医療学部教授 

成 田  康 子 兵庫県看護協会会長 

船 山  仲 他 神戸市外国語大学名誉教授 

松 田  暉  思温病院特別顧問、大阪大学名誉教授 

松 山  康 二 公認会計士松山康二事務所 
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１．全体評価 

 

第 1 期中期計画の２年目となる 2020 年度は、世界中で新型コロナウイルスが猛威を振る

う中、理事長のリーダーシップのもと役員・教職員・事務局が一体となり、年度計画に無か

った行政等に対する新型コロナウイルス感染拡大への対応支援も含め、中期目標及び中期

計画の確実な達成に向けて、大学改革と自律的かつ効率的な運営に取り組んだ結果、主に

次のような成果が認められた。 

 

「第２ 社会的ニーズに対応した幅広く高い能力を持つ、看護人材の育成のための取組

み」では、新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、早期にオンライン授業実施の検討を進

め、緊急事態宣言が発出された４月当初からオンライン授業を開始した。 

また、対面による演習時間が大幅に減少し、限定的な技術項目の演習となったが、技術

VTRやシミュレーション教育の活用により、学生に対し、滞りなく必要な教育を提供すること

ができた。 

 

「第３ 学術研究、地域貢献活動、国際交流の推進等による、大学ブランドの確立」で

は、兵庫県の補助金を活用してコロナ禍における地域の健康課題に関する調査を行い、そ

の結果を踏まえて県及び神戸市に対し、保健師のキャリア支援策及びコロナ禍を契機とし

た健康問題の増加への先行的対策をそれぞれ提案し、次年度以降の実施につなげるなど、

地域に貢献する研究を推進した。 

また、新型コロナウイルス感染症に関する兵庫県や神戸市のコールセンターへの支援、

軽症者宿泊療養施設の立ち上げ及び運営支援、保健所での積極的疫学調査への協力など、

コロナ禍の中で地域の保健医療への貢献に積極的に取り組んだ。 

 

「第４ 業務運営及び財務内容の改善」では、地域課題の解決や健康創造都市戦略等を

担う学術研究の推進などを組織横断的に実施するため、特任教員を採用し「いちかんダイ

バーシティ看護開発センター」の立ち上げを推進した。 

また、新型コロナウイルス感染拡大の影響を受けた学生への経済的な支援を継続して行うた

め、独自に学生支援基金を創設し、広く周知した結果、修学支援基金の設置要件を満たすこと

ができた。 

 

このような取組状況を踏まえ、総合的に評価した結果、『中期計画の達成に向け順調に

進捗している』と認められる。 

引き続き、保健・医療・福祉の教育研究拠点として、豊かな教養と看護の専門性を備え

た実践力のある看護人材の育成のみならず、質の高い教育研究活動に取り組み、人的資源

や教育研究成果を絶えず市民に還元するとともに、産学官の連携による地域貢献活動を展

開することを通じて、学術の発展と市民の健康と生活の質の向上に寄与されたい。 
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＜大項目評価及び小項目評価＞ 

項  目 大項目評価 

小項目評価 

  

項目数 Ｓ Ａ Ｂ Ｃ 

第２ 社会的ニーズに対応した幅広

く高い能力を持つ、看護人材

の育成のための取組み 

Ａ 

順調に進捗 
８ ２ ６   

第３ 学術研究、地域貢献活動、国際

交流の増進等による、大学ブ

ランドの確立 

Ａ 

順調に進捗 
１０ １ ８ １  

第４ 業務運営及び財務内容の改善 
Ａ 

順調に進捗 
１６ ２ １３ １  

合  計  ３４ ５ ２７ ２  

 




